
公表 事業所における自己評価総括表 

 

〇事業所名 短期入所ほっぷ 

〇利用者等評価実施期間 令和６年１０月１日 ～ 令和６年１０月３１日 

〇利用者等価有効回答数 対象者数 ２５人 回答者数 ２３人 

〇従業者評価実施期間 令和６年１１月１日 ～ 令和６年１１月３０日 

〇従業者評価有効回答数 対象者数 ３人 回答者数 ３人 

〇事業者向け自己評価表作成日 令和７年２月２０日 

 

〇分析結果 

 

事業所の強み（※）だと思われ

ること。※より強化・充実を図

ることが期待されること 

工夫していることや意識的に

行っている取組等 

さらに充実を図るための取組

等 

１ 

単独型短期入所のため、短期入所

のみの部屋を提供することが出来

ています。 

利用者の特性等に配慮し利用者が

安定して過ごせるように組み合わ

せ等にも気をつけています。 

利用者の特性を理解し安定して過

ごせるように努めていきます。 

２ 

感染予防策を徹底し細心の注意を

払って支援をしています。 

使用前、使用後の居室の消毒を徹

底し感染防止に努めています。 

職員のインフルエンザ等、予防接

種の実施にも努めていきます。 

３ 

多機能型のメリットを生かし放課

後等デイサービスや生活介護との

併用で利用することもできるよう

になっています。 

放課後等デイサービスや生活介護

の利用に合わせて短期入所の利用

予定の段階から対応できるように

しています。 

緊急時の利用にも出来る限り対応

するように努めていきます。 

 

 

事業所の弱み（※）だと思われ

ること。※事業所の課題や改善

が必要だと思われること 

事業所として考えている課題

の要因等 

改善に向けて必要な取組や工

夫が必要な点等 

１ 

定員が少数（４人）で普段利用者３

人対応としていること。 

定員を増やすためには、居室が足

りないことと、緊急時に対応でき

るよう定員１人分を常に開けてい

るため。 

職員体制を整えるとともに、柔軟

な受け入れを検討していきます。 

２ 

利用者が特定の日に集中しがちな

こと。 

利用者のご家庭と事前にコミュニ

ケーションを図り、利用予定の段

階で十分な調整を図れていないこ

と 

利用者のご家庭と日頃からコミュ

ニケーションを図りながら利用予

定表を作成するようにしていきま

す。 

３ 

   

 


